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１．はじめに 吉野川は徳島県内最大の一級河川であり、幹線流路延長 194kmのうちに数多くの
支川と合流しながら流下する。この川は近年四国一きれいな川として知られている穴吹川を支流

として抱える一方で、下流部には昭和 40年代に相当の水質汚濁で知られた新町川を派川としてい
る[1]。本研究では、上流から河口に至るまでにどういった水質変化がみられるかを線形多変量解
析とニューラルネットを用いて検証し、吉野川の上流から下流までの汚染度をみるための複合的

な指標を得ることを目的とする。また、東京多摩川の水質データの分析結果（1994～2002）[2]
では川の清浄度を示す主なパラメータとして DOと T-Pが抽出されたが、吉野川でも同様な傾向
がみられるかを検証する。 
２．データと手順 今回用いたデータは水質汚濁防止法に基づき、全国の公共用水域において都

道府県等が測定した結果を環境省がとりまとめ、国立環境研究所が提供する「国立環境研究所環

境データベース」公共用水域水質年間値データファイル[3]を利用した。2002 年度のデータで 26
地点（支流も含む）の 5つのパラメータ（BOD、COD、DO、T-P、T-N）について分析した。こ
こで、T-Pは 8地点、T-Nは 5地点で欠測となっていた。Figure 1に各測定地点を示す。 
まず、３つのパラメータ（BOD、COD、DO）がそろっている 26測定地点のデータを用い、 
主成分分析とクラスター分析を行った。次に T-Pと T-Nのデータを加えた５つのパラメータのあ
る 18測定地点のデータを用いて、同様の解析を行った。さらに T-Pと T-Nの値が欠測となって
いる地点のデータを予測した。欠測値の予測には線形関数とニューラルネットを用いた。主成分

分析とクラスター分析はSPSSを用いた。ニューラルネットワークはPSDD とNECOを用いた。 

 Figure 1. 吉野川のデータ測定地点 
 



３．BOD,COD,DOを用いた線形多変量解析 ３パラメータを用いた主成分分析の寄与率は、第 1
主成分が 90.1％、第 2主成分が 7.5％であった。第 1主成分の係数は BODが 0.94、CODが 0.98、
DO が－0.93 であり全ての項目が等価である。BOD と COD は値が小さいほど清浄であり、DO
は値が大きいほど清浄であることを示す。そのため第一主成分の値が小さいほど清浄である。ま

たクラスター分析により、26測定地点は 5つのグループに分類することができた。 
主成分分析の第 1 主成分の主成分得点の高い順に並べたものとクラスター分析によるグループ、
各測定地点の河口からの距離を示したものを Table.1 に示す。主成分分析による第 1 因子の主成
分得点は、クラスター分析によるグループの結果とよく適応していることがわかる。一方、この

結果は河口からの距離とは対応しておらず、それぞれの流域の水質に何らかの影響を与える原因

がいくつかあることが示唆された。特に、旧吉野川流域、今切川流域、新町川流域は、河口から

遠い領域（上流）の方で汚染が進んでいる。これらの原因の詳細は現在調査中である。 
 
Table 1 測定地点の第一主成分得点、グル－プ分け、河口からの距離 

Fig.1の
番号

水域名 調査地点名

主成分分析
による第１
因子の主成
分得点

クラスター
分析による
グループ

河口から
距離

各水域河口から
の順位

5 穴吹川 穴吹 -1.468 1 45 吉野川河口5
3 貞光川 貞光 -1.286 0 55 吉野川河口7
2 吉野川上流 大川橋 -1.147 1 87 吉野川河口8
4 吉野川下流 脇町潜水橋 -1.021 1 48 吉野川河口6
10 旧吉野川上流 藍園橋 -0.894 1 18.5 旧吉野川河口7
6 吉野川下流 高瀬橋 -0.877 1 19 吉野川河口4
1 銅山川 平和橋 -0.660 1 94 吉野川河口9
11 旧吉野川上流 市場橋 -0.602 1 10.7 旧吉野川河口6
13 旧吉野川上流 牛屋島橋 -0.470 1 7 旧吉野川河口4
12 旧吉野川上流 共栄橋 -0.321 2 8.5 旧吉野川河口5
16 旧吉野川下流 大津橋 -0.263 2 2.3 旧吉野川河口1
17 今切川上流 三ッ合橋 -0.235 2 10.7 今切川6
9 吉野川下流 吉野川大橋 -0.137 2 3.5 吉野川河口1
19 今切川上流 鯛浜堰上流側 -0.133 2 7.5 今切川4
18 今切川下流 鯛浜橋 -0.086 2 7.7 今切川5
21 今切川下流 加賀須野橋 0.092 2 4 今切川2
23 新町川上流 新町水門 0.134 2 7.3 新町川河口4
7 吉野川下流 送電線下 0.155 2 10.5 吉野川河口3
8 鮎喰川 鮎喰 0.471 3 6.5 吉野川河口2
22 今切川下流 河口 0.472 3 0 今切川1
15 撫養川 大里橋 0.472 3 4.5 旧吉野川河口2
14 撫養川 城見橋 0.603 3 6.5 旧吉野川河口3
20 今切川下流 鍋川合流点 1.039 3 5 今切川3
26 新町川下流 漁連前 1.401 3 1.7 新町川河口1
24 新町川上流 三ッ合橋 1.867 4 5.6 新町川河口3
25 新町川上流 新町橋 2.892 4 4.2 新町川河口2  
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